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 本年 5 月、富山国際会議場にて G7 富山環境大臣会合が開催さ

れ、生産事業本部でも改めて環境活動に対する意義を再認識し

たところです。社員一同と共に、水と緑に恵まれた富山の豊か

な自然を守っていきたいと思います。 

 さて、富山に生産拠点をおく株式会社富士薬品の生産部門と

して環境活動に取り組み、こちらも 5 月に ISO14001 の再認証

（3 回目の更新）を取得しました。規格の 2015 年度版への移行

期間でもあり、いくつかの観察事項も検出されましたが ISO 事

務局を中心に是正処置、根本処置に取り組んでおります。 

 昨年度の活動内容をこの報告書にまとめておりますが、エネ

ルギー使用量の削減は目標達成しておりますが、廃棄物埋立率

の削減については計画通り進んでおらず、努力が必要な状況で

す。カイゼンを積み重ねて効果を出していきます。 

 今後は環境目標に掲げた数値目標を目指してエコアクション

を推進するほか、環境保全活動にも積極的に取り組んでまいり

ます。 

㈱富士薬品 生産事業本部長 

 萩原 彰人 

生産事業本部長 ご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 富士薬品 生産事業本部では、環境方針に基づいて環境活動を推進しています。 

環境基本理念 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱富士薬品 富山工場は 2007 年 5 月認

証を取得、2013 年 5月に富山第二工場

へのサイト拡大を行い、㈱富士薬品 生

産事業本部として、認証を取得しまし

た。2014 年度はサーベイランス監査を

受け、活動に問題がないことを確認し

ました。 

2016 年 5月には 3回目の更新審査を受

けました。 

※１ ISO14001：国際標準化機構（ISO）が作製した 

国際規格。 
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2015 年度の環境目標は環境方針をもとに、生産事業本部 全体の目的・目標及び実施計画を立案しま

した。3ヵ年ごとに計画を設定し、取り組みました。 

今年度、富山第二工場は省エネルギー対策について、目標値を大幅にクリアしました。両工場とも生

産量減少によるエネルギー使用量の減少が要因として考えられます。エアー蒸気漏れ対策を中心に省

エネルギー対策に取り組み、無駄排除とカイゼンの効果があったことから、両工場とも目標値をクリ

アできました。 

廃棄物埋立率の削減については、目標達成出来ませんでした。ファイバードラムの金属部分の有価物

化を進めていき達成出来るようにします。分別回収により資源化を目指していきます。 

今後はこの結果を活かし、目標設定の精度を向上させて活動を推進してまいります。 
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2015 年度の実績 

  集計範囲：㈱富士薬品 富山工場，富山第二工場  

有価物 

排出量有価物 

排出量 

エネルギー 

電力 15,275 千 kWh 

LPG        23 ｔ 

    

都市ガス1,206,999 ｍ
3
 

軽油      0.556  kL 

      

大気 

CO
2
    11,006 ｔ 

排水 

排水量   33,067  m
3
 

BOD 

(生物化学的酸素要求量） 

 平均      1.2mg/L 

SS 

(浮遊物質） 

 平均      1.0mg/L 

廃棄物  

排出量     696ｔ 

再資源化量    128ｔ 

  

最終処分量     93 ｔ 

埋立率    13.３ % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発 

 

生産 

 

物流 

用水 

地下水  220,647 ｍ
3
 

上水       1,658  ｍ
3
 

化学物質 

PRTR 対象物質 

紙 

コピー用紙     0.51ｔ 

※コピー用紙 4.1ｇ/枚 で算出 
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